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研究内容 

 

 私たちが食事をすると、食事中の脂肪や脂溶性ビタミンを吸収するために、肝臓で作られた胆汁が十二指腸

に分泌されます。胆汁の主要構成成分である胆汁酸は回腸末端部で再吸収され、再び肝臓にもどって再利

用されます（腸肝循環）。このような生体の営みはどのように調節されているか、これまで良くわかっていませんでし

た。近年、胆汁酸の分泌、吸収に関与するトランスポーターや細胞の中で胆汁酸の存在を感知して作動する

受容体が次々に明らかにされ、胆汁分泌は脂肪や脂溶性ビタミンの吸収だけではなく、広くコレステロール代

謝、糖代謝、基礎代謝などに関与していることがわかってきました。我々の研究室ではこのような胆汁の生体内

における役割をさらに明らかにすることを目標にしています。また、薬を服用すると胆汁うっ滞という黄疸を発症す

る人がいます。同じ薬を服用しても黄疸がでる人とでない人では何が違うのでしょうか。我々は胆汁分泌に関与

する蛋白の遺伝子に何らかの違いがあるのではないかと考え、研究を進めています。興味のある人は是非我々

の研究室に参加してください。 
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